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非継続基準抵触に係る特例掛金拠出の
終了時期について 内

容
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 今般、非継続基準抵触に係る特例掛金を確定給付企業年金法施行
規則第58条第2項の方法（翌々事業年度の掛金の額に追加して拠
出する方法）で計算することを規約に定めている場合であって、
その後の運用環境の好転等により追加拠出の前年度末財政決算に
おいて非継続基準の積立比率が1.0以上となった場合には、当該財
政決算終了後速やかに規約変更を行い、特例掛金の拠出を停止し
ても良いことが確認されました（その年度の拠出を停止しないこ
とも可能）。

 特例掛金の計算が回復計画方式の場合も同様です。

イメージ図 （3月決算の場合）
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（X-1)年3月
（財政決算）

非継続基準抵触

…

X年3月
（財政決算）

財政決算
（非継続基準の積立比率1.0以上）

X年4月 特例掛金の拠出開始

…

（X年7月） （決算報告書の届出）

（X年8月） X年8月分以降の特例掛金を停止×
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